
1/18・19  最後のセンター試験が終了！
大学入学共通テストで求められる力とは？

コレだけは知っておきたい！　教育NEWS

センターから共通テストへ

「
絶
対
に
浪
人
で
き
な
い
！
」

超
安
全
志
向
、
国
公
立
離
れ
も
？

　

最
後
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
志
願
者
は
５
５
７
，６
９
９
人

（
前
年
よ
り
１
９
，１
３
２
人
減
）。
現
役
志
願
率
43
・
３
％
で
、

来
年
か
ら
新
し
い
テ
ス
ト
に
な
る
た
め
絶
対
に
浪
人
で
き
な

い
と
考
え
、
Ａ
Ｏ
や
推
薦
で
早
め
に
合
格
を
確
保
し
た
受
験

生
も
多
く
、
超
安
全
志
向
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国

公
立
大
学
の
志
願
者
は
減
り
、
私
立
大
学
の
一
般
入
試
が
難

化
傾
向
に
あ
る
と
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
出
題
傾
向
を
踏
襲
し
な
が

ら
も
、
い
ず
れ
の
教
科
で
も
、
日
常
生
活
に
即
し
た
場
面
設

定
の
問
題
や
、
複
数
の
資
料
を
読
み
取
っ
て
考
察
す
る
問
題

な
ど
、
与
え
ら
れ
た
情
報
を
深
く
読
解
し
、
思
考
・
判
断
・

表
現
す
る
力
を
問
う
、
出
題
の
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
単
に
知
識
を
答
え
る
の
で
は
な
く

知
識
を
組
み
合
わ
せ
、
運
用
す
る
力
が
必
要

　

国
語
は
、
難
易
度
は
前
年
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
現
代
文
、
古
文
、
漢
文
と
も
、
内
容
の
深
い
読
み

取
り
と
考
察
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
代
文
の
評
論
は
や
や

骨
の
あ
る
文
章
。
引
用
文
の
文
章
量
は
、「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」
の
試
行
問
題
よ
り
は
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ
は
難
化
。
出
題
内
容
に
大
き
な
変
化
は

　

２
０
２
０
年
１
月
18
日
・
19
日
、
最
後
と
な
る
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
が
全
国
各
地
の
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
国
公

立
大
学
の
共
通
一
次
試
験
と
い
う
性
格
を
持
ち
、
多
く
の
私
立

大
学
で
も
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
で
31
年
間
続
い
た
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
を
重
視
し
た
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ラ
ス
ト
と
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
試
験
を
振

り
返
り
、
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て
ど
ん
な
学
力
を
つ
け
て
い
け

ば
よ
い
の
か
、
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

変わる大学入試

イマ
どき

▲「世界史A」より。16世紀後半の明朝の領
域を表した地図を選ぶ問題。地図しかヒントが
ないため、やや難問。普段の学習で資料集や地
図にふれているかが問われている

▲「数学Ⅰ・数学A」より。上の散布図を正確に読
み取り、下の平均寿命の差のヒストグラムを選ぶ問
題。データを分析し考察する力が問われている

２
０
２
０
セ
ン
タ
ー
試
験
を
振
り
返
る

共通テストはこう変わる!!
センター試験 大学入学共通テスト

実施日数 １月中旬の２日間 １月中旬の２日間
出題科目 ６教科30科目 ６教科30科目

※2024年度から簡素化の予定

出題形式 マーク式 マーク式
※連動型の設問、正解の組み合わせが複数ある形式が
増える見込み
※当初予定されていた、国語・数学の記述式問題の出
題はなし

試験時間 数学Ⅰ・数学Ａ：
60分

数学Ⅰ・数学Ａ：70分
※他の科目の試験時間は変更なし
※国語は当初100分の予定だったが、記述式問題の出
題がなくなったため、センターと同じ80分

英語の配点 語彙・文法＋リー
ディング：100点、
リスニング：50点

リーディング：100点、リスニング：100点
※発音、アクセント、語句整序などを単独で問う問題
はなくなる
※リスニングは、１回読みと２回読みの両方を含む

問われる力 主に知識・技能 知識・技能＋思考力・判断力・表現力を重視
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な
い
も
の
の
、
複
数
の
グ
ラ
フ
を
読
み
取
っ
て
答
え
る
な
ど

問
い
方
が
変
わ
り
、
受
験
生
を
惑
わ
せ
る
問
題
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
時
間
配
分
を
誤
り
、
全
問
に
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
受
験
生
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

英
語
は
、
超
難
問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
く
つ
か

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、
１
９
０
点
超
え
の
上
位
者
は
減
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
英
語
の
理
解
力
・
運
用
力
が
求
め
ら
れ
、
問
い

方
に
も
工
夫
が
。
引
っ
か
け
の
選
択
肢
に
惑
わ
さ
れ
た
受
験

生
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
は
や
や
難
化
し
た
も
の
の
、
出
題
形
式

や
傾
向
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

世
界
史
Ｂ
で
出
題
に
不
備
が
あ
り
、
世
界
史
Ｂ
の
受
験
者

全
員
に
２
点
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
か
は
、
理
科

や
地
理
歴
史
の
難
易
度
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
、
す
べ
て
の
科

目
で
得
点
調
整
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
ー
ク
シ
ー
ト
式
は
変
わ
ら
な
い
が

思
考
力
を
問
う
ひ
ね
り
の
あ
る
問
題
に

　

記
述
式
問
題
や
英
語
の
資
格
検
定
の
活
用
は
な
く
な
っ
た

も
の
の
、
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
読
解
力
、
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
求
め
る
ひ
ね
り
の
あ
る
出
題
が
増
え
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
け
ば
よ

い
の
か
、
学
習
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

新
高
３
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

●
共
通
テ
ス
ト
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と
極
端
に
違
う
テ
ス
ト

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
過
去
の
セ
ン
タ
ー
試
験
10
年
分

や
新
テ
ス
ト
の
試
行
問
題
を
、
制
限
時
間
を
意
識
し
時
間

配
分
を
考
え
な
が
ら
解
い
て
み
る
こ
と
。

●
ど
の
科
目
も
、
選
択
肢
の
文
そ
の
も
の
が
長
く
な
る
傾
向
。

設
問
を
正
確
に
読
み
取
り
、
設
問
要
求
に
合
致
す
る
選
択

肢
を
選
ぶ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
。

●
理
数
系
科
目
で
も
、
資
料
や
文
章
か
ら
情
報
を
取
捨
選
択

す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
長
文
を

読
み
取
る
力
も
つ
け
て
お
き
た
い
。

　

新
高
２
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

●
共
通
テ
ス
ト
の
出
題
内
容
は
教
科
書
を
大
き
く
逸
脱
す
る

こ
と
は
な
い
の
で
、
ど
の
科
目
も
、
教
科
書
レ
ベ
ル
の
知

識
は
き
ち
ん
と
定
着
さ
せ
て
お
く
こ
と
。

●
英
語
の
語
彙
、
古
典
文
法
、
漢
文
の
句
法
な
ど
の
覚
え
る

べ
き
知
識
は
、
定
期
テ
ス
ト
も
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
知

識
量
を
増
や
し
、
確
実
に
身
に
つ
け
た
い
。

●
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
英
語
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
リ
ス
ニ
ン

グ
が
各
１
０
０
点
の
配
点
と
な
る
。
リ
ス
ニ
ン
グ
対
策
は

急
務
。
海
外
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
動
画
な
ど
を
利
用
し

て
、
毎
日
英
語
を
聞
く
習
慣
を
。

　
　
　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
ま
で
、
す
で
に
一
年
を
切
り
ま
し

た
。
万
全
の
対
策
で
備
え
ま
し
ょ
う
！

◆センター試験「英語」解説
第１問　発音は難しくなかった。
第２問　文法問題も難しくなく良問。Ｂの
問２のwhomは、今の中学英語では教え
ないが、アカデミックライティングには必
要。新高３、新高２の人はぜひ覚えておい
てほしい。
第３問　Ａの不要文削除は難しかったかも。
問１では１か所「increase scoring」を読
み飛ばすと正解にたどり着けない。問２は、
「posture（姿勢）」を知らないと厳しかっ
たかも。語彙力＋ていねいに読む力を。
第４問　英文の内容が複雑で読みにくいが、
完全に理解できなくても設問は解きやす
かったと思われる。
第５問　この問題のポイントは、「ぼくは
犬の名前を話したっけ？」というところ。
老人は犬の化身だったのかもしれない。セ

 ・リスニングについては、自分の発音をよ
くすること。共通テストでは比重が大きく
なるので注意。１回読み上げもあります。
 ・今年のセンター試験を解いてみて、「高２
だから100点でいいや」と思っている人、
あきまへん！　８割取れなかった人は、海
よりも深く反省をして、今日から勉強をし
ましょう。英語の力はそう簡単には身につ
きません。今すぐにでも「多読多聴」を始
めてください！

超有名予備校講師 竹岡広信先生による

センター試験「英語」解説！ 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て

▲「英語リスニング」より。夏休みのアルバイ
トについて友達同士で話している場面。勤務条
件や勤務時間などの情報を正確に把握できたか
どうかが問われている

PROFILE●竹岡塾主宰。駿台予備校など大手
予備校で英語講師を務める。漫画『ドラゴン桜』
に登場する英語教師のモデルとしても知られる

ンター試験最後にミステリーが出題されま
したね（笑）。
第６問　センターでは、問題を解く順番を
変えないこと。なぜなら、第６問は時間調
整ができるように作ってあるから。

◆大学入学共通テストの心構え
 ・「新テスト」という言葉に惑わされては
ダメ。試行問題を見る限り、本質的なこと
はセンター試験と変わらない。ですから、
対策としては、センター試験の過去問をや
りましょう。あと、英検の問題も非常によ
いので、英検の過去問を利用して解くス
ピードを速くするのはとても有効。
 ・単語帳は辞書がわりに使って。過去問を
やるときに単語帳で意味をチェックしたり、
学校の試験前に丸暗記したりすると、効率
アップがはかれるでしょう。

お手元に

センター試
験の

「英語」問
題を用意し

て

お読みくだ
さい！


